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本日の内容


 

株式会社
 

チノーの概要紹介
 

（柴田）


 

ＢＭサーバー導入の背景
 
（柴田）


 

具体的な事例発表「改革大賞」（花村）



会社概要

会社名： 株式会社
 

チノー

CHINO CORPORATION
代表取締役社長： 苅谷

 
嵩夫

事業内容： 計測制御機器の製造、販売、計装工事

会社設立： 昭和１１年（１９３６年）８月１日

資本金： ４２億９千２百万円

東京証券取引所第１部上場

従業員数： ６３５名（本社、２事業所、２２営業所）

子会社・関連会社： 国内６社、海外５社



経営理念と事業ビジョン

経営理念

事業ビジョン

特徴・信頼・連帯

新しい計測・制御・監視技術を・・・

産業へ、社会へ、未来へ。



製品類と担当領域

装置課

担当領域

燃料電池評価装置

水分・厚さ測定装置

温度校正装置

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ試験装置



ＢＭサーバー導入の背景

①生産改革活動について

②活動の展開（CCPM導入の下地つくりと実行）

③ＣＣＰＭ導入の推移と今後



生産改革活動について（経緯）

活動年 群馬事業所埼玉事業所計装部推進組織ＴＯＰ
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2000年
子会社へ展開

改善ﾏｻﾞｰ工場

５Ｓ活動＋

 改善活動

５Ｓ活動＋

 改善活動
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生産改革室

ＦＣＣＤ－2004,2005
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

トヨタ生産方式導入
・セル生産

・ＪＩＴ

外部研修

参加

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ指導：１回／月

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ指導

ＪＩＴ方式強化

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ指導強化
１回／月

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ指導
2002年
昆山へ展開

５Ｓ推進室

１９９９
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２００１

２００８

２００７

２００２

２００４

２００３

２００６

２００５

２００９

２０１０

機械設計ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

海外

子会社

ｲﾝﾊﾟｸﾄ

ＣＣPM進捗管理導入

ｻｰﾊﾞ版導入

活動の

 新展開 ＰＤＣＡ

改革の効率

週間診断
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄＰＤＣＡ
工程ＰDCAﾙｰﾁﾝ

IS09001ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾚﾋﾞｭｰ

購買改革ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

営業

ｺﾝｻﾙ

ﾀﾝﾄ

改革半期ＰＤ
Ｃ

Ａ 1週間PDCA

方針管理ＰＤＣＡ

管理改善PJ



改革活動の展開（下地つくりと実行の同時進行）

●ＰＤＣＡの棚卸（整理） ●ＯＤＳＣ

・生産改革

 PDCA（半期）

・方針管理

 PDCA（半期）

・ISOﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

 PDCA（半期）

・ﾙｰﾁﾝ工程

 PDCA（常時）

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

 PDCA「常時）

ＣＣＰＭ進捗導入

●改革の効率化 ●進捗報告

（事業所長）

（TOP）

●ＯＤＳＣ

・ﾃｰﾏ：＊＊装置

・ﾃｰﾏ：ｺﾝｶﾚﾝﾄ開発

・期間：2ヶ月

・期間：1年間

2回／週、赤報告

 
（火・金）ﾙｰﾙ

サーバ

●ＯＤＳＣ

2回／週

 
（火・金）ﾙｰﾙ

●入力・ﾙｰﾙ ●進捗報告

週2回

・方針管理

 PDCA（半期）

・徹底的に立

 
案（面接5回）

・課の課題上

 
位優先ﾊﾟﾚｰﾄ

 
図等分析

・テーマ

・目的

・成果物

・成功基準

・生産改革活動・・・・・・半期毎に成果報告

ＰＤＣＡ－毎月1回（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ指導）・・1ヶ月

毎週1回（事業所長診断）・・7日

・方針管理テーマ・・・・半期毎に成果報告

ｸﾗｲｱﾝﾄ

・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・・・・・半期毎に成果報告

同一

 
ﾃｰﾏ

同一

 
ﾃｰﾏ

・リーダー育成側面

・発表能力、分析遂行能力育成側面

・実績評価側面

成果報

 
告会

・品質強化側面（ISO9001)

報告書

報告書

応用



通常製作工程の進捗

●振り返り

・気づいた点：

・順調で早めな工程であったが外作にて工期を

調整して規定日に納入された。

・こまめな指示にて工程を早めることはできる。



●振り返り

遅延要因：

・1項目2日遅延

・事由はメモ帳より判明

・トレーサビリティ対応遅延

小型校正装置移管プロジェクト（3ヶ月間）の進捗管理・・・

 
残40日にて進捗管理採用



サーバーでの進捗の入力と進捗確認

・毎週火曜日と金曜日の入力

・進度の確認は状態表示にて視覚的に見え

る点が良い。ほとんど状態表示にて進度

確認をしている。



ＣＣＰＭ導入の推移と今後（導入後1年経過）

１、コンカレント開発プロジェクト（全部署参画）・・・・・・1ヵ年

２、装置製作工程の進捗管理に苦慮している装置課が参入・・・・・・2ヶ月程の納期

３、教育、入力のルール決め等、ビーイング殿に指導を受ける。

４、大型案件のプロジェクト受注、生産改革ﾃｰﾏ設定、ODSCから効率ラインに乗せた

通常の工程品の進捗管理の同様に進めた。

５、無事完了、次案件も受注決定。

６、社内成果報告会にて発表し、大賞を受賞した。

次へ続く



７、引き続き装置課への移管プロジェクトの進捗管理に採用し、3ヶ月管理終了。

ﾙｰﾃｨﾝ以外の管理

８、メカトロ課へ展開（他部署への指導）・・・・・実施中

９、他事業所への展開（他事業所への指導）・・・・・今後

１０、振り返りで層別要因を分けて、課題出しをしていく予定です。（ﾋﾞｰｲﾝｸﾞ殿ご提案）

次に成果報告会に発表した事例を報告します。
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